
目標達成のための活動指標(案） 資料６

○発達障がい者等に対する支援

22 人 22 人 0 人 0 人 0 人 5 人 5 人

2 人 2 人 2 人 2 人 2 人 2 人 2 人

22 人 22 人 13 人 12 人 12 人 12 人 12 人

・ペアレントトレーニングとは、親が自分の子どもの行動を冷静に観察して特徴を理解したり、特性を踏まえた褒め方や叱り方等を学ぶ。

・ペアレントプログラムとは、子どもの行動修正までは目指さず「親の認知を肯定的に修正すること」に焦点を当てた、より簡易なもの。

・ペアレントメンターとは、発達障がい児の子育て経験のある親が、その育児経験を生かして子どもが発達障がいの診断を受けて間もない

　親などに対して相談や助言を行う人。

○精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築

1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回

1 人 1 人 1 人 1 人 1 人 1 人 1 人

1 回 0 回 0 回 1 回 1 回 1 回 1 回

1 人 1 人 0 人 2 人 1 人 1 人 1 人

0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 1 人 1 人

6 人 11 人 7 人 8 人 8 人 8 人 8 人

0 人 0 人 1 人 1 人 1 人 1 人 1 人

2 人 2 人 1 人 1 人

令和７年度実施に向け令和５年度、６年度

は検討期間とする。

精神障がい者の自立訓練（生活訓練）

ペアレントレーニングやペアレント

プログラム等の支援プログラム等の

受講者数（保護者）及び実施者数

（支援者）

保健、医療及び福祉関係者による協

議の場の開催回数

精神障がい者の共同生活援助

ペアレントメンターの人数

ピアサポートの活動への参加人数

保健、医療及び福祉関係者による協

議の場への関係者の参加者数

保健、医療及び福祉関係者による協

議の場における目標設定及び評価の

実施回数

精神障がい者の地域移行支援

精神障がい者の地域定着支援

R6年度 R7年度

種類
実績

R2年度 R3年度 R4年度 R6年度 R7年度 R8年度

見込

実績

R5年度

R3年度 R4年度 R5年度R２年度 R8年度

見込
種類

精神障がい者の自立生活援助



○相談支援体制の充実・強化のための取組

7 件 17 件 12 件 12 件 12 件 12 件 （例）相談事業所連絡会の事例検討会

13 件 25 件 24 件 13 件 13 件 13 件 （例）相談支援事業所向けの研修や相談支援事業所連絡会

31 回 32 回 30 回 30 回 30 回 30 回 （例）相談支援事業所連絡会や支援センター連絡会等

12 回 12 回 12 回 （例）相談事業所連絡会の事例検討会

1 人 1 人 1 人 市内における主任相談支援専門員の配置数

12 回 12 回 12 回 (例）相談事業所連絡会の事例検討会

31 ヶ所 31 ヶ所 31 ヶ所

1 ヶ所 1 ヶ所 1 ヶ所

12 回 12 回 12 回

○障害福祉サービスの質を向上させるための取組

障害者自立支援審査支払等システム

による審査結果の共有回数

協議会にお

ける個別事

例の検討を

通じた地域

のサービス

基盤の開

発・改善

事例検討実施回数

参加事業者・機関数

専門部会の設置数

専門部会の実施回数

※基幹相談支援センターの設置は、今後検討していく必要があり、設置までの間は、市が実施している相談支援体制強化の内容を目標値として設定する。

R5年度

障害福祉サービス等に係る各種研修

の活用

（県が実施する研修への参加人数）

5人 7人 6人

12回 12回 12回

実績 見込

R6年度 R7年度

R6年度

6人 6人 6人

見込

R7年度 R8年度

令和８年度設置に向け検討

12回 12回 12回

R3年度 R4年度
種類

種類

R8年度

R3年度 R4年度 R5年度

実績

基幹相談支

援センター

等による地

域の相談支

援体制の強

化

地域の相談支援事業者

に対する訪問等による

専門的な指導・助言件

数

地域の相談支援事業者

の人材育成の支援件数

主任相談支援専門員の

配置数

地域の相談機関との連

携強化の取組の実施回

数

個別事例の支援内容の

検証実施回数

基幹相談支援センターの設置


